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チラーヂン S の供給不足に伴う対応について 

 

  

25g 錠 50g 錠 0.01%散 

 

甲状腺ホルモン製剤「チラーヂン S 錠 25g・50g、チラーヂン S 散 0.01%」

（一般名：レボチロキシンナトリウム水和物）ですが、3 月 11 日の東北地方太平洋

沖地震の影響で薬剤の工場からの出荷が不能となり、生産・供給の目途が立たない

状況であるとの連絡が製造メーカー（あすか製薬）より入りました。 

本薬剤は現在、院内処方および院外処方ともに処方されております（院内処方は

50g 錠のみ）が、院内薬剤部および門前の調剤薬局の在庫状況を調査したところ、

従来通りの使用量から計算した概算在庫量は 1～2 週間程度であることが分かりまし

た。つきましては、できるだけ多くの患者様に薬剤が処方可能となるようにするた

め、一時的に処方日数を 14 日間までに制限することと致します。オーダにつきまし

ては、3 月 17 日(木)より最大投与日数を制限させて頂きますので、ご協力の程お願

い致します。薬剤の安定供給が可能になり次第、処方日数の制限は解除させて頂き

ますが、詳細については別途連絡致します。 

なお、同製薬メーカーにおきましては、工場全体が地震の影響を受けているため、

今後、他の採用薬剤についても在庫の確保が困難となる可能性があります。そのた

め、他剤につきましても処方制限が必要となる可能性がありますが、更に状況を調

査した上で別途連絡することと致します。 

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室（内線 7083）までご連絡下

さい。 
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